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施肥法の違いが米の品質に及ぼす影響
吉原　雅彦・高城　哲男・白　戸　刷

（青森県農試）

1　ま　え　が　き

施肥法の違いと収量との関係については従来から多

数の研究が行われている。そして，一般的に全量基肥

より表層追肥，さらに深層追肥へと，後期栄養度の高

い施肥法になる程その増収効果は高いとされている。

しかし，米の品質からみた場合，これら増収効果は逆

に豊熟歩合の低下や青米の増加を伴いがちで品質的に

劣るとされている。

従来．青森県においてこれら施肥法と米の品質に関

する研究例は少なく，千粒重や粒厚・青米歩合等を調

第1表　施肥法と施肥皇

査した程度であった。本試験では，千粒重・粒厚調査

に加え米の品質，特に米粒の形質と施肥法との関係に

ついて昭和44年に調査したので報告する。

供試品種

育苗方法

播種期

田　植期

栽培密度

1区面積

2　　試　験　方　法

レイメイ　ー　ムツニシキ

大型トンネル畑苗代

4月12日

5月20日

5DC詔X15C詔（21．8株／〝㌔）　2本植

レイメイ50椚戸　ムツニシキ90，㌦　各2区制

品　　　 毯 区　　　 名
Ⅳ成 分 量 （毎 ／ 8 ）

追　 肥　 時　 期
基　 肥　 量 追　 肥　 量

レ　 イ　 メ　イ

全 量 基 肥 区

表 層 追 肥 区

1．2

1．0 0．2 出 穂 前 2 2 日

深 層 追 肥 区 0．4 0．8 出 穂 前 5 0 日

ム ツ ニ シ キ

全 量 基 肥 区

表 層 追 肥 区

1．0

0．6 0．2 ＋ 0．2 出 穂 前 2 2 日 ・1 1 日

深 層 追 肥 区 0．4 0．6 出 穂 前 5 0 日

注．P205，Ⅹ20は各区1．5極／a施用

施肥法と施肥量は第1表に示した。深層追肥はレイ

メイ・ムツこシキともに液肥を用い，所定の量を2株

に1カ所の割合で約12伐の深さに行った。追肥時期

は，深層追肥においては出穂前55日を，表層追肥に

おいてはレイメイで出穂前25日を目操に，また，ム

ツニシキにおいては出穂前25日および15日を目標

にして実施したが，出穂が早まり第1表に示した追肥

時期となった。なお，ムツニシキの表層追肥は倒伏の

危険性等を考慮に入れて二度に分施した。

刈取はレイメイ・ムツニシキ各区ともに通勤刈取と

し，刈取時期による品質の差異が生じないよう考慮し

た。

る　試　験　結　果

玄米千粒重と米粒の粒厚分布についての調査結果を

第1図および第2表に示した。第1園の玄米千枚重に

ついて各施肥法別の相違を見ると，レイメイ・ムツニ

シキともに追肥の場合に千粒重増加となり，より稲の
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第1図　　玄米千枚重

第2表　粒厚別比率（重量％）

品 種 区　　　 名 2 ．2 風花 2 ．1卯 2 ．0 鳳招 1．9 風狂 1．8 風評

レ 全 量 基 肥 区 4 ．5 5 1．5 4 0．9 1 4 ．1 4 ．8 4 ．6

イ

メ
表 層 追 肥 区 8 ．0 5 8．8 4 0 ．1 1 1．5 5．5 2 ．5

イ 深 層 追 肥 区 1 4 ．0 4 °．0 2 8 ．4 ス 0 2 ．7 1．9

ム 全 量 基 肥 区 D．8 4 ．8 4 0 ．0 5 鼠 5 1 0 ．1 5 ．0

ツ
表 層 追 肥 区 0．8 8 ．4 4 ヱ 2 5 0 ．8 Z 9 4 ．9

シ

キ 深 層 追 肥 区 0．8 8 ．8 5 1．1 2 8 ．8 5 ．8 4 ．9
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生育後期まで肥効のある深層追肥区が最も千粒重が重

くなっている。深層追肥区と全量基肥区では前者がレ

イメイで約8％，ムツニシキで約5％の増加になって

いる。千粒重は多肥栽培または総説花数が増大するよ

うな栽培法では一般に低下する場合が多いと言われて

いる。しかし，深層追肥栽培に関する過去の当場にお

ける試験結果では，総頴花数が増大する場合でも千粒

垂は全量基肥栽培等に比較して増加しており，深層追

肥栽培による千粒重の増加は明らかである0

第2表に示した米粒の粒厚分布をみると，粒厚の厚

いものの割合はレイメイ・ムツニシキともに千粒重の

調査結果と同様の傾向を示している0すなわち，稲の

生育後期まで肥効のある施肥法程粒厚の厚いものの割

合は大きい。レイメイでは粒厚2．1m以上の米粒の割

合は全量基肥区で55．8％，表層追肥区で42．8％，深

層追肥区では80・0％である。また，ムツニシキの場合

も粒厚2．0孤犯以上の米粒の割合は全量基肥区で　45・d

乳　表層追肥区で5ふ4％，深層追肥区ではdO・5％と

なっている○

このように，玄米千粒重を増加させ粒厚を厚くする

ことが，米の品質向上に直接結び付くものなのかどう

かを次に調査した。

2．2　2．1　2．01．9

日一・m・

2．2　2．12．01．91．8

‥ごlm－

第2図　粒厚別整粒歩合

施肥法別・粒厚別に整粒歩合がどのように変動する

のか調査したのが第2図である。図から明らかなよう

に，レイメイでは粒厚2．1瑚以上の米粒において，ム

ツニシキでは粒厚2．0加以上の米粒において，整粒歩

合は顕著な増加の憤向を示さなかった。この傾向はレ

イメイイよりムツニシキにおいて，より顕著に現れて

いる。この原因は，米粒の厚さに比較して腹部の充実

が不良となり，棒状となっている米粒が粒厚の厚い階

層により多く存在したことに起因している。これは検

査の段階でいう「粒張り不良」に相当するものであり，

整粒歩合低下の直接の原因になっている。このように，

未熟粒として扱われているような「粒張り不良」な米

粒の多い施肥法や粒厚の厚い階層の場合には，それら

の米粒の整粒中にも軽微な「粒張り不良」のものがよ

り多く見られ，このことが検査において形質不良とし

て表現されている。一般的に，粒厚が増すに従い米粒

の充実が良くなり厚さのみならず長さや幅も増すもの

と考えられがちだが，調査ではこのような結果が得ら

れなかった。これら，整粒歩合の低下，形質不良の現

象が，昭和48年の気象条件下における豊熟の結果だ

けで生じたものかどうかさらに今後検討を要すると考

えられる。

心自・旗日の発現は米粒の外観を著しく損じ，形質

低下の原因となるだけでなく，その程度が大きい場合

は整粒歩合の低下にもなる。また，一般的に心自・腹

白の発現は品種の特性とも言われているが，環境条件

や栽培条件によってもその発現に差異がみられる。そ

こで，このような心自・腹白の発現が施肥法や粒厚の

各階層でどのように異なっているか調査した。その結

果が第5図である。まず，施肥法の違いだけについて

見ると，レイメイでは深層追肥区が他の施肥法区と比

較して心白・腹白の発現割合が若干高く，表層追肥区

が一番低くなってはいるが施肥法間にはあまり大きな

違いがみられない。このように，レイメイにおいて施

肥法間に違いの生じ難いことは，品種の特性による心

白・腹白の発現割合特に，軽徽な心白の発現割合の高

いことが施肥法の違い以上の要因になっているものと

推測される。ムツニシキにおいては施肥法の違いによ

る発現割合がレイメイとは異なり鍍著に現れている。

すなわち，表層追肥区や深層追肥区程高い発現割合を

示し，特に深層追肥区は全量基肥区に比較して約2倍

の発現割合を示している。ムツニシキにおいてこのよ
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レイメイ

A
E：1

ムツニシキ

2・22．12・21．92・22．12・01・92・22・12・01・9（m）

全量基肥区　表層追肥区　深層追肥区

2・22，12・01．92・22．12・01．92・22．β・01．9（胴）

全量基肥区　表層追肥区　深層追肥区

第5図　　施肥法別・粒厚別の心白・腹自発現状況

注．整粒中に含まれる軽微な心自・腹白の発現状況であり白米にした場合の調査結果である。

うに鎮著に現れたことは，千枚重を増加させた結果そ

れに伴う養分の集着が遅れ集積不充分となり，心白・

腹白特に腹白の発生となったと思われる。なお，本調

査によればムツニシキにおいては腹白の発現が，レイ

メイにおいては心白の発現がしやすい傾向にある。ま

た，同一施肥法で粒厚別に比較すると，レイメイ・ム

ツニシキ共に粒厚の厚い粒は薄い粒に比較して心白・

腹白の発現割合が高いことが認めらたさか普通環境の

もとでは，心白・腹白はどの妓梗内でも明らかに大粒

となるべき位置に多く発生し，しかも普通米に比較し

て粒重・長さ・幅・厚さともに大きいとされている。

その中でも特に幅との関係が大きいとされている点と，

この試験結果は合致すると思われる。

4　要約

施肥法別・粒厚別に米の品質（特に形質面）につい

て調査した結果，

1千粒重は深層追肥区が一番重く，次いで表層追

肥区・全基肥区の順であり，粒厚分布調査において

も粒厚の厚いものの割合はこの順に多かった。

2　2．2瑚以上の米粒は腹部の充実が不良になりや

すく，整粒歩合の増加はあまり期待できない。

5　心白・腹白の発現割合は深層追肥区が一番高く，

次いで表層追肥区・全量基肥区の順であった。なお，

この傾向はムツニシキにおいてより顔著だった。

4　位厚の厚い粒は薄い粒に比較して心白・腹白の

発現率が高いことが認められた。

なお，この調査結果は米粒の形質に重点を置いたが，

色沢・透明度等他の形質要素についても追肥した場合

はより劣っていた。
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